
運動会、クリスマス会も実施しています 

開園してから７年目を迎えました 
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ダイバーシティ推進グループ長 
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みなさんこんにちは！人権・男女共同参画室です！  

男女共同参画情報発信 第 7 回をお届けします！ 

 

 

  

性別に関係なく多様な人材が活躍し、仕事と生活の両立ができる男女共同参画社会の実現

には、職場環境を変えていくことが必要です。そこで今回は、先進的な取り組みをされてい

る三桜工業株式会社の羅露さんに、職場の取り組みについて伺いました。 

 

 

●ダイバーシティ（多様性）推進の専任組織を設置し、人財＆働く環境の多様化を推進 

 ●保育所「さくらんぼ」を事業所敷地内に設置 

 ●きめ細やかなワーク・ライフ・バランス推進の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ;はじめに、従業員数を教

えてください 

A;全体では、7,444 名です。

また外国籍社員は１９カ国

５０名が在籍しています。 

Q;ダイバーシティ（多様性）

についてどうお考えですか 

A;さまざまなバックグラウ

ンドを持つ社員が多く在籍

していることが弊社の強み

であり、その多様な部分に価

値があると考えております。

この考えのもと、そのような

強みをさらに活用すること

を目的として、平成 25 年に

グローバル管理本部内に新

たにダイバーシティ推進グ

ループを設置しました。 

Q;保育所「さくらんぼ」を

設置したきっかけは何です

か 

A;社員の子育て支援策の一

環として、平成 20 年に古河

事業所近接に保育所「さくら

んぼ」を設置しました。 

 

 

 

 

 

 

開所時間帯を弊社のカレ

ンダーに合わせて利用しや

すくしています。 

また、育休明けの職場復帰を

よりスムーズにすすめるこ

とができるなどメリットが

大きいです。 

 

 

 

 

 

Q;ワーク・ライフ・バラン

スの取り組みについて教え

てください  

A;ワーク・ライフ・バラン

スの視点から考えた業務の

効率化という切り口からプ

ロジェクトを立ち上げ、現在

2 年目です。社員一人ひとり

が、ワークで時間当たりの生

産性を上げて定時に帰宅し、

それぞれのライフも充実さ

せることでシナジー（相乗）

効果を狙うのが目的です。 

外部からも知恵とノウハウ

を取り入れて、あらかじめ選

定された対象チームと８カ

月単位で取り組んでいます。 

具体的な実施事項は、外部講

師による講演会、対象チーム

の管理職研修、対象チームの

メンバーが毎週、毎日実施し

ている取り組み等です。 

《裏へ》 

 

 

 

 

市民協働課 

人権・男女共同参画室 
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～三桜工業㈱の全社的な取り組み～ 

第７回のテーマは「誰もが働きやすい環境について」です。 



 

 女性リーダー養成講座（全５回講座） 

 女性カメラマンのデジカメ女子講座 

 デート DV防止講演会 

古河一高（１年生対象） 

 次世代に伝えたいマナー＆ウォーキング 

 メンズｃａｆｅ講座 

 映画「うまれる」学校上映会（市内小中学校４校） 

 

 １０月１１日（土）関東ド・マンナカ祭り 

 １０月２6日（日）さんさんまつり 

 １１月 １日（土）古河よかんべまつり 

 ２月７日～１３日（土～金）古河市男女共同参画週間 

 

 

2014働く女性部門

最高得票作品 

2014子育てする男性部門

最高得票作品 
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古河市全体 

内閣府調査 

（Ｈ24.10実施） 

Q;男女共同参画社会につい

てどうお考えでしょうか  

A;人間同士で支えながら生

きていく社会をイメージし

ています。ワークの面では

「個人」が仕事をしてアウト

プットを出すことによって

組織の中で活躍していく。ラ

イフの面では「家族」がそれ

ぞれ支え合いながら成長し

ていく。どうすれば皆がより

楽しくできるかを常に考え

て行動するのが良いと思い

ます。 

☆貴重なお話、ありがとう

ございました！ 

 

 

 

Q. 「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成 26年度の取り組み 

データでみる男女共同参画社会について 

 ○パートナーシップ in 古河フォトコンテスト 

 市内８会場にて１１日間展示及び来場者投票を

実施し各部門上位３点を選び表彰式を行いまし

た。 

テーマ：「いきいきと働く女性」部門 ２２作品 

「子育てする男性」部門     ３４作品 
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60歳～70歳 

全体で見てみると、『同感する』（「同感する」「どちらかといえば同感する」を合わせた値）が 35.3％、

『同感しない』（「同感しない」「どちらかといえば同感しない」を合わせた値）が57.6％となって

います。「内閣府」と比較すると、『同感する』が 16.3ポイント低く、『同感しない』が 12.5ポイ

ント高くなっています。男女別で見た場合、『同感する』は男性が女性より15.9 ポイント高く、『同

感しない』は女性が男性より 14.9 ポイント高くなっており男女の意識の差に開きがみられます。 

（平成 25年度古河市男女共同参画に関する意識調査 市民より） 

 


